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Abstract: Recently, the concentrated heavy rain of strength in a short time increases in Japan. Along with this tendency, 
the landslide and debris flow disasters are expected to increase in the future. In this study, the vegetation in the landslide 
disaster generation part was investigated by using an optical satellite imagery and the GIS data. As a result, the 
possibility that the point where the tree species changed relates to the initiation of development point of the landslide 
disaster and the progress route of the debris flow were considered. 

 

１．はじめに 

 国土交通省によると日本全国で 2006 年～2016 年の間

に，年平均 1,046件の土砂災害が発生している 1）．土砂災

害による人的被害や家屋の被害も毎年報告されている．

また,近年は世界的に異常気象が著しい．気象庁によると

日本でも短時間強雨の発生回数は増加傾向にある 2）こと

から，今後はさらに短時間強雨の発生回数は増加してい

くと考えられる．それに伴い，土砂災害の発生件数も増

加する可能性がある．しかしながら，土砂災害発生地点

の土地被覆状況については十分な調査が行われていない

のが現状であり，特に崩壊発生個所と森林・植生被覆の

特性との関係性についてはまだ十分に明らかにされてい

ない．本研究では，2013年 8月 9日に秋田県仙北市田沢

湖田沢で発生した土砂災害と 2014 年 8 月 20 日に広島県

広島市安佐南区・安佐北区で発生した土砂災害を，中分

解能および高分解能な光学式衛星画像を用いて土砂災害

発生箇所の植生状況を調査・分析した．その結果から，

土砂災害発生箇所の有無と植生の分布の関係を考察した． 

 

２．研究方法 

２．1 対象地域 

 本研究では，2013年 8月 9日に秋田県仙北市田沢湖田

沢で，また 2014年 8月 20日に広島県広島市安佐南・北

区発生した土砂災害を対象地域とした．これらの地域は，

国土交通省が公開している土砂災害発生事例 1）に記載さ

れており，土砂災害の規模が大きくLandsat-8の中分解能

衛星画像においても初期的な判読が可能であることを基

準に選定した． 

２．２ 使用データ 

 秋田県の土砂災害についてはUSGS（U.S. Geological 

Survey）3）によって公開されているLandsat8/OLIによるマ

ルチスペクトル画像を使用した．また，使用した衛星画

像は広島県の土砂災害については高分解能衛星GeoEye-1

によるマルチスペクトル画像を使用した．各データの基

本諸言をTabel.1に示す．加えて，生物多様性センター4）

から自然環境保全基礎調査植生調査による現存植生図の

データを取得し使用した． 

 

２．３ 調査方法 

 土砂災害発生前後の衛星画像を用いて，土砂災害の発

生箇所や範囲，流下方向を目視判読で確認した．また，

土砂災害発生後の衛星画像と現存植生図 4）を用いてオー

バーレイ解析を行い，樹種の変化と土砂災害に関係性が

あるか分析した． 

 

３．調査結果 

３．１ 秋田県仙北市の土砂災害について 

 九州から本州付近に停滞した梅雨前線による大雨 5）に

よって，2013年 8月 9日に秋田県仙北市田沢湖田沢で発

生した土石流である．土砂災害の規模は流下方向に約

310m，流下方向の幅は約 50mの範囲にわたって発生した．

土砂災害発生前後のLandsat-8衛星画像を Fig.1に示す． 

Tabel.1 Satellite image data 

地域 観測年月日 衛星名 分解能（パンシャープン処理後）

2013年6月4日 Landsat-8 30ｍ×30ｍ（15ｍ×15ｍ）

2016年4月25日 Landsat-8 30ｍ×30ｍ（15ｍ×15ｍ）

2014年6月19日 GeoEye-1 1.64ｍ×1.64ｍ

2015年8月2日 GeoEye-1 1.64ｍ×1.64ｍ
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３．２ 秋田県仙北市の調査結果 

 Fig.1より画像中の領域が土砂災害発生箇所である．

Fig.1より崩れ始めた箇所の植生状況と樹種が変化してい

ることが判読された．そこで現存植生図で崩れ始めの箇

所を確認すると，スギなどの植林とブナなどの群落の境

界面付近で崩れ始めていることが確認できた．また，市

街地部分を確認したところ発電所のパイプが敷かれてい

ることも確認できた． 

 

３．３ 広島県広島市の土砂災害について 

 平成 26年 8月 19日からの大雨 5）によって，2014年 8

月 20日に発生した土石流である．土砂災害発生前後の

Geoeye-1衛星画像をFig.3に示す．Fig.3より複数ヶ所に

土砂災害が発生していることが確認できる． 

 

３．４ 広島県広島市の調査結果 

 現存植生図と土砂災害発生後の衛星画像をオ－バーレ

イ解析を行った．Fig.4に示した 3つの領域で，アカマツ

などの群集とコナラ群落の境界に沿って土石流の流下方

向が変化していることが確認できた．しかし、領域以外

の場所では植生の境界に関係なく流下方向が変化する箇

所も多くあり，必ずしも植生分布の境界が土石流の流下

方向の形状に影響しないことがわかる． 

 

４． 崩壊箇所と樹種の変化に関する考察 

 以上の結果より，樹種が変化する場所が土砂災害の崩

壊開始箇所や土石流などの進行ルートに関係する可能性

があると考えられる．これはそれぞれの樹種の特徴や

NDVI値などの植生状況の違いが原因として考えられる． 

 

５． まとめと今後の展望 

 本研究で 2ヶ所の土砂災害発生箇所と植生の樹種分布

を調査することで，土砂災害発生箇所が樹種の分布の影

響があることが示された．今後は，土砂災害発生箇所の

有無とNDVI値や傾斜度の関係性に関しても分析するこ

とで，土砂災害と植生分布の関係のより明確な考察がで

きると考えられる． 
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